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会議録 令和 5年 10 月 6 日(金) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第 5回総務・経済常任委員会

出席委員：安齋委員長、竹田副委員長、平野委員、東出委員、廣瀬委員、新井田委員

相澤委員、吉田委員、又地委員

欠席委員：なし

会議時間 午前 9時 30 分～午後 1 時 47 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

安齋委員長 ただいまから、第 5回総務・経済常任委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は 9名でございます。

よって、委員会条例第 14 条の規定による委員会定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりでございます。

改めまして皆さん、おはようございます。

きのうから天気が悪くなりまして、きょうはまた風も強く、足下の悪い中お集まりいた

だきまして、ありがとうございます。

本日は、生涯学習課と保健福祉課、こちらの 2 課についての調査ということになります

ので、どうぞよろしくお願いいたします。

会議の進行についてですけれども、資料についての確認というところで、あまり未来に

ついてのことですとか、いま答えにくいものに関してあまり深掘りというところ注意をし

ていただいて、ご質問等をしていただければなというふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。

２．調査事項

＜生涯学習課＞

・木古内町教育施設の上半期の利用状況について

安齋委員長 それでは早速、調査事項に入りたいと思います。

それではまず、生涯学習課の調査ということで、進めたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。

加藤課長。
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加藤生涯学習課長 改めまして、おはようございます。

本日は、三つの調査事項ということで、一つひとつ説明させていただきます。よろしく

お願いいたします。

それでは、まず一つ目、社会教育施設の上半期の利用状況について、ご説明いたします。

資料の 2ページをお開きください。

1.郷土資料館から 7の町民プールまでの各社会教育施設の上半期の利用状況及び昨年度、

並びにコロナ前の平成 31 年度の上半期を参考までに資料に記載しております。

利用状況につきましては記載のとおり、各施設とも昨年度からは増加傾向にあります。

まだ若干利用者が戻っていない施設もありますが、増加傾向となります。

その主な施設につきましては、スポーツセンターの利用状況が増加しております。

これにつきましては、バレーボール少年団関連の管内大会など大きな大会が複数回開催

され、増加となっております。

また、たかとり球場も昨年度から増えております。これにつきましては、国体の野球大

会の予選が木古内町の会場であったということもありまして増えたのと、あとミドルエイ

ジの野球大会等々もございまして開催ができましたので、利用者が増加しているという傾

向となっております。

主立ったものについては、以上となります。社会教育施設の上半期の利用状況について

の説明は以上となります。よろしくお願いいたします。

安齋委員長 いま説明がありました。

木古内町の教育施設上半期の利用状況ということで説明でした。

質問等ございますか。

新井田委員。

新井田委員 いま、生涯学習課長から縷々ご説明いただきました。

私、二つほどちょっとお尋ねをさせていただきたいんですけれども、まず郷土資料館の

数字の件なんですけれども、昨年上半期のよりちょっと少なめになって、300 人ほど弱少

ない状況。先ほど今後の期待感もあるんでしょうけれども、この辺の状況をどうなってい

るか、わかっている範囲でちょっとお知らせを願いたいのと、それと 7 番の町民プールの

件なんですけれども、これは非常に今期の上半期は昨年よりかなり多くなっているってい

うのは数字でわかるんですけれども、たまさか町民の皆さんから聞いた言葉なんですけれ

ども、地元のかたよりやはり町外の人方の利用が多いよという話を聞いたんですね。決し

て悪いことではないんですけれども、ある種スポットというか町外の人にとっては、非常

に利便性も含めてそうなんでしょうけれども、使いやすいような表現でそれは非常に良い

ことなんだけれども、逆に地元の町民のかたあるいはお子さんだとかそういう使用の率が

どうなのかというような部分がちょっと疑問があったものですから、いろいろ周知の方法

だとかそういう部分は当然いろいろやっているんでしょうけれども、数字としてこういう

上半期の結果になっているので、そういう部分も含めてなんかコメントがあればいただき

たいんですけれども。

安齋委員長 加藤課長。

加藤生涯学習課長 いま新井田委員のご質問、2点ございました。

まず、郷土資料館の部分については、前年度の比較しまして少なくなっております。ま
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た、31 年に比べても少なくなっているということですが、だいたい 1,800 から 2,000 と流

動的な数字で動いているのかなということと、あと企画展等と例えば鉄道の企画展等と共

催でやるとまたそこでボンと増えますので、今年度においてもこのあと鉄道関係のまた企

画展等々も予定しておりますので、また下半期の部分では利用人数的には増えてくるのか

なと思っております。

続きまして、町民プールの利用状況です。

町外からの利用者も増えてきておりますが、今年度においては町内の利用者もこの暑さ

だったので、すごくもう町内のお子さん含めてたくさんの利用があったというのは事実で

す。それと、新井田委員がおっしゃったとおり、利用促進に向けて例えば町内でも高齢者

とかでも行きたいなということなんですけれども、高台にあるので行きづらい部分もある

ということなので、そこら辺はやはり委員会としてもなにかしらの対応をしなければいけ

ないなということでいま検討しておりますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたしま

す。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いまの課長の答弁で、理解させていただきました。いずれにしても利用客が

多いということは、いわゆる交流人口も含めてやはり大事なポイントの一つですから、い

ろいろ手を仕掛けをよく議論されて、良い方向に今後また期待をしたいと思いますので、

以上です。

安齋委員長 ほか。

竹田副委員長。

竹田副委員長 若干、いまの部分と関連するんですけれども、町外からの利用者が増えて

いるっていう実態。これは新井田委員同様、交流人口が増えているっていうことで良い傾

向もあるのかなって思っています。ただ、野球場です。例えばよくナイターで利用してい

る。町内の例えば大人の野球はほとんどいま皆無です。少年野球かなっていう、少年野球

自体も木古内町単独ではチーム編成ができていないっていう実態。混成の中でいろんな大

会に参加しているっていう実態があるんですよ。そこで、ポニーのクラブの練習なんかも

ナイター使ってやっているんですよね。その辺教育委員会では、例えば少年野球っていう

位置付けの中では理解はするんだけれども、ポニーのクラブになればちょっと木古内町の

認識からすれば違うのかなっていうちょっと私達も思いがあるんだけれども、その辺どう

いう見解をしているのかなっていう。

それと、今回は上半期の実績、数字だけですけれども、そこで前段若干いろんな野球は

例えば国体だとかミドルエイジだとかそういう大会も確かにあったっていう。やはりほか

もいろんな数字、実績だけでなく問題・課題がなかったのかどうなのかっていうことをや

はりここに付けたさなきゃならないっていうふうに思うんですよ。端的に言えば例えばパ

ークゴルフ場、夏の熱波っていうかそれが原因なのかどうなのか、例えば芝が枯れている

状況、これについても現状例えば委員会で把握している中でどうするんだっていう。結論

は出ないにしても方向性だとか、やはりそういう問題・課題をここに付け加えていかない

とただ去年と比較して交流人口が増えた、ただ観光的な要素のある例えば資料館であれば

当然観光の道の駅との絡みだとか、そういう部分が連動してくるのかなっていうふうに思

いますけれども、ほかの施設はまた違うんですよね、スポーツ施設は。これに例えばあえ
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て利用がなかったから載せなかったのか、例えばテニスコート、これ一昨年の災害で結構

金額的に費用かけてコートを修理しているんですよね。それからその辺の関係は、これは

使用実績がないっていうことでここに掲載しなかったっていうことの理解でいいのかどう

なのか、その辺。

（「関連」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 又地委員。

又地委員 同僚委員からの質問の中で関連すると思いますけれども、生涯学習課のほうで

受け持っている教育施設は、今回は 7 施設ということで出されていただきました。ありが

とうございます。

ただ、いまいろいろ 2 人の同僚委員からありましたけれども、問題は例えば増えた減っ

ただけならだめだと思うんですね。この中身をどうやって分析するのか、あるいは町内と

町外と分けるのかと。それは、来年度に向けてのいろいろ計画のする段階で、そういう分

析をしなければなんの意味もないと。ただ増えました、減りましただけであれば、減った

のがなんの要素があるのか、減ったのもなんの要素があるのか。そして町内と町外、どっ

ちがどうなのかということを分析していただければ、その資料等を上半期の部分なのでど

うなのかと思うんだけれども、ある意味では上半期でもうすでにプールなんかはもう秋は

やらないわけだから。そうすると、来年度に向けての方針だとか方策だとかそういうのは

すぐ議論できると思うんですよね。だから、そういう資料をあわせて出してもらえれば私

は一目瞭然でないのかなとそう思うんです。

あと違う施設もあるわけだけれども、それらをいつの時期に出してもらえるのかなと。

同僚委員からありました、テニスコートの部分もありますよね。それらを町外・町内を

分析する中で、そうしたら来年度はどの部分に力を入れたらいいのかという方針が出てく

ると思うんですよ。押し並べて交流人口の拡大は、町の経済にも随分反映するわけですか

ら、その辺の分析をしていただければと思います。そして尚且つ、ちょっとしつこいんだ

けれども、町内・町外の分析をしてもらえれば、せっかく高規格道路が開通して交流人口

の拡大は、目に見えて私達も見えております。その辺をもう少し詳しく分析して将来につ

なげていただきたいと思いますので、お願いいたします。

安齋委員長 加藤課長。

加藤生涯学習課長 いま竹田副委員長、又地委員の両名から資料の作り込みについてとい

うことのご指摘がありましたので、上半期については昨年度もこのように作らせていただ

きまして、毎年議会のほうには決算時に 1 年間の事業報告ということで、反省点等々も含

めたもので報告させてもらっていますので、それにあわせた資料の作り込みも来年度以降

したいなというのと、あと竹田副委員長のほうから又地委員からもありましたように、町

内・町外の部分の詳細のデータも分析しながら、そこら辺は次の手を打つ作戦というか方

針というものも決まりますので、そこら辺は分析をしっかりとしていきたいと思います。

それとあと竹田副委員長のほうからは、ポニーの関係で野球ナイターを使っているんじ

ゃないかということで、それはやはり木古内町の子どもたちもポニーに属しているという

ことで、使用させているというのは現状です。

それとまた、ポニーの大会等々でも全道全国大会に行った際には、きちんと町としても

バックアップしているということもありますので、あわせて施設利用という観点からもバ
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ックアップしている観点で、ご理解いただければと思います。

あともう 1 点、先ほど一つの例で出させてもらいましたパーク場の芝の関係の状況だと

かをその都度こういう場で報告していただければということでしたので、ごもっともの話

だと思いましたので、芝の状況につきましては利用されているかたはわかると思いますが、

若干ちょっとことしの猛暑の影響で枯れている部分はたくさん目立ちました。そこら辺に

つきましては、芝の業者さんと話をして、やはり木古内町だけじゃなくほかの施設も結構

渇水によるそういうものもありますので、そこら辺はちょっと水まき等も含めながら、業

者さんともこの間先日打合せをさせてもらって、そのようなないような状況にアドバイス

もいただきましたので、あとはそこら辺もパークゴルフ協会とも話もしていますので、そ

のような枯れることのないような運営管理と施設管理をしていきたいなと思いますので、

ご了承いただきたいと思います。以上です。

安齋委員長 加藤課長。

加藤生涯学習課長 申し訳ございません。テニスコートの部分については、今回の施設で

記載漏れがありましたので、後日、テニスコートの部分の人数につきましては、資料を配

付したいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 課長、いま「決算時に」って言ったよね。私だめだと思うんだ。決算時ってい

うのは、来年の 9 月だよね。遅いでしょう。やはりこの主のものは早めに、例えば上半期

が出たわけです。上半期でもうすでにプールとかは終了している。そういうものは早く手

を付けて、来年の決算期なら再来年の政策等により反映しないでしょう。だから、そうい

うのは庁舎全部担当課によっては早くやらないとだめな部分って私はあると思うので、来

年の決算期に報告するというのは、ちょっと馴染まないと思うんだ。その辺は教育長もい

るのでもう少し早めに、そしてことしの結果を早く掌握する中で、来年の予算に反映させ

るという作業に取り組んでほしいなと思いますので。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま資料のことについて、同僚委員から話がありました。私ちょっと気にな

ったのが 4 回の総務・経済常任委員会で、確か産経の中山課長からいまいま漁業の資料が

出たんですよね。その時に副町長もいたんだけれども、その資料に対して私がどうのこう

のというちょっとお尋ねをしたんですけれども、その時に確か羽沢副町長は「それは資料

として考えてくれ」というか、いままさに又地委員が言ったように、資料は資料としてい

いんだけれども、いま言ったようにその過程だとか今後その資料に対してどうするんだと

いうことを私は問うたんです。そうしたら羽沢副町長が「これは資料としてだけ認識して

くれ」というような確かお言葉だったと思うんだけれども、まさにいまおっしゃったよう

なことだと思うんです、私は。だから、そういう分析だとかないと議論にならないわけで

すよ、ただ資料だけ出されても本来ならば。確かにいまの状況はこうだよっていうのはわ

かるんだけれども、じゃあそれに対してどんなことなんですかっていうことがそこでそう

いうものがないとなんか一方的になっちゃって、ああそうですかっていうようなことにな

ってしまうというような状況ですよね。だから、報告は報告としていいんですけれども、

資料のあり方っていうのはちょっとご検討願いたいですよ。羽沢副町長には、私に違うん

じゃないかというようなことなのかもしれないけれども、今後やはりそういう資料を各担
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当課の調査事項の報告に関しては、やはり全般そういう部分を分析をされた中で、次はこ

ういう展開をしていくとかそういう具体性をもってほしいですね。ただ報告だけじゃなく

て、それは節に希望したいですよね。だから、羽沢副町長がどう思うかっていうことも全

担当課にそうしてくれということを言ってもらえるのかどうか、その辺を確認したいです。

副町長、どうですか。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 自分のちょっと認識が違うのかなとも思ったんですが、確かご質問があった

のは資料にないこと、水産業の現状ということでの資料を提出したんですけれども、全く

違うことをご質問されたので、そのような回答をしたかなと自分の中で記憶していました。

すみません、議事録をしっかり読み返していないのであれですけれども。ただ、資料を

調整した中でであれば少し時間を委員長と前もそのことは言ったかと思うんですが、事前

に少しやり取りをさせていただいて、不足分があればその辺調整した中で、最終版として

行っていきたいと思いますので、ぜひ次からもし時間をいただければ、その辺打合せを事

前に一度委員会前に資料ができた段階でのこんなということで、一度そこを意見交換させ

ていただければと思います。いかがでしょうか、すみません提案になってしまいましたが、

以上です。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 53 分

再開 午前 10 時 02 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

平野委員。

平野委員 休憩の中で様々各議員の見解をお話されたところではありますけれども、この

令和 5 年の上半期については、コロナウイルスが 5 類に分類され、様々な制限が解除にな

ってきている中ですが、全ての諸行事がまだ戻ったわけではない中、じゃあ昨年の上半期

と数を比べればいいのか、コロナ禍前の平成 31 年と比べればいいのか、これ一概にその数

の差だけでまだ判断するのって難しい状況だと思うんですね。しかしながら、あくまで目

安としては当然数を目安に話はしなければならないと思うんですけれども、その中で様々

な利用者数が実際増えた施設もありますし、木古内町においてはスポーツ施設も含めて大

変素晴らしい施設があり、毎年毎年設備の改修等含めて大きな予算をかけている年もあり

ながら、当町の人口はどんどん減っていき、実際の町民の利用者数っていうのは、間違い

なく先ほど竹田副委員長からもお話あったように、少年団の独自の野球がなくなった、大

人の野球もやっていない、それ以外の団体についてもスポーツセンターを利用するサーク

ルもどんどん減っていく。そんな中、町民の利用は減っていく中、いかに町外のかただっ

たり大会の誘致活動を力入れをして、なんとか利用者数を確保していかなければいけない

っていうのが大きな課題だと思うんです。過去の予算委員会の際、あるいは一般質問でも

私はそのことを強く申し上げてきました。結果、この 5 年の上半期については、バレーの

大会でしたり野球の大会でしたりで人数が増えているっていう結果でございます。こうい
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う結果があるとまたこの施設にしっかりお金をかけて整備していろんな町の人、あるいは

大会に利用してもらおう、そのことによって交流人口、経済効果が生まれてくると思って

おります。そこで冒頭、安齋委員長からは将来的なことについては控えくださいっていう

言葉はありましたけれども、いまこの 10 月の段階ですでに次年度についての様々なスケジ

ュールが組まれている中で、やはりこの大会誘致についてはこの実績が示すとおり、いか

に大事であるかっていうことだと思いますので、いま現在令和 6 年度のそういうスケジュ

ール等にしっかり取り組んでおられて、そういう計画がすでに進まれているのかっていう

ことを現状の見解っていうのか、わかる範囲でお聞かせいただきたいのと、あと冒頭の利

用状況についての説明でちょっとなかったと思うんですけれども、公民館についての利用

もコロナ禍前の平成 31 年度よりも 600 人ぐらいですか上がっていると思うんですけれど

も、これの利用者数が増えた理由については、どのような状況で増えたのかもお聞きした

いと思います。

安齋委員長 加藤課長。

加藤生涯学習課長 令和 6 年度の大きな大会等々のことについては、まだ社会教育として

の大会の誘致というのは、これから各団体の渡島管内であったり渡島西部であったり、そ

の中で調整する協議の調整等がありますので、いま段階でははっきり決まっているものは

ございません。

あと公民館の利用の増なんですけれども、今年度におきましては大きな行事として商工

会女性部の関連行事で、大きな節目の大会等々で 200 人以上の規模のものがありましたし、

あとフォーラム等も開催してありますので、その点で増となっております。以上です。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 結局、こういう質問がなぜ出るかって。公民館が去年よりも 1,400 人も増えて

いるよ、例えば。こういうことが資料が出ているとこういう質問がないんだよ。減った部

分も同じ。例えばパークゴルフ場、パークゴルフのシーズン券買う人方が少なくなったと

か、高齢者で若い人方がパークゴルフに馴染んでいないとかというものが出てくれば、そ

ういう質問は出ないんだ。そうすると将来に向けてどうするかっていう議論が集中してで

きるって私はそう思う。だから、先ほど資料の部分を話した。留めておいてください。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ひとことお詫び申させてください。

ただいま、施設利用につきまして議員の皆様から多大なるお言葉を頂戴いたしました。

私としてもこの報告書のみの説明ということに対しまして、大変至らぬ点が多々あった

と。そして、私もこの 1 年間木古内町の教育長としていろいろと活動してまいりましたけ

れども、その状況を皆様方にしっかりとお伝えすることができていない状況。この数字だ

け提出したことに対して、大変深くお詫び申し上げます。

確認と言いますか、この資料に沿って報告するということが私達の仕事であるという認

識にあったものですから、この資料ではなく本当に私が皆様方にしっかり報告させていた

だきたい資料にしていいと言うならば、次回からはいまいただいたご意見を踏まえた上で、

資料のほうを精査させていただいて、しっかりと現状を議員の皆様はじめ、町民の皆様に

お伝えできるように創意工夫した資料にさせていただきたいというふうに考えております

けれども、その辺は資料の変更というのは可能なんでしょうかという確認と、逆にこうい
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う資料が欲しいということであれば、しっかりとそれを意見を頂戴しながら、議長さんは

じめ、委員長さんはじめ、委員の皆様はじめ、本日しっかりいただいた言葉を受けて議論

ができるように準備してまいりたいというふうに思っておりますので、その辺お力添えを

賜りたいというふうに思っております。本日は、本当に至らぬ資料となってしまいました

ことを心からお詫びもう上げます。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。ありが

とうございます。

安齋委員長 一応これ会議の開催の時期の問題もあります。たまたま今回 10 月ということ

で、半期の数字がちょうど出てきたところということもあるかと思います。数字は数字と

して今回間に合ったので、出てきたという感じにはなるかと思います。ただ、いまお話し

た中で出てきたとおり、次の年度にもっていく資料という話ということになるのであれば、

やはり前年の後半からの数字も含めて、トータル 1 年で今後どうなっていく予想なのかと

いう検証ではないですけれども、そういった考えをもった上での資料の提示というのが必

要になってくるのではないかなというふうに考えます。資料の中では、その中で屋外や屋

内の使用があったり、どんな利用があったんだよ、これからこんな利用がある予定だよっ

ていうのも一緒に出してもらえれば、よりわかりやすいのかなということで、そのタイミ

ングとかその時の状況によるかとは思いますけれども、副町長がお話したとおり、事前に

そういう打合せができるのであればこういう資料でどうでしょうというのも必要かなとい

うふうに思います。いま各委員の皆さんから出たような内容をどの課でもそうなんですけ

れども、精査していただければなというふうに考えますので、よろしくお願いいたします。

それでは、上半期の利用についてはよろしいですか。

又地委員。

又地委員 図書室なんですけれども、まず 100 名くらい増えていると。図書室はクーラー

が付いていますよね。付いていない。町民から親子で行ったけれども、暑くて図書室に入

れないというような声があったんですよ。それで、私も現場を見てきたんだけれども、あ

れっと思いながらいたんだけれども、確認の意味で早く付けましょう。

安齋委員長 ということでしたので、ご検討いただきたいということです。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・地域力創造アドバイザー活用事業（教育セミナー）の状況について

安齋委員長 それでは次、地域力創造アドバイザー活用事業の状況についてということで、

説明をお願いいたします。

加藤課長。

加藤生涯学習課長 それでは 2 点目、地域力創造アドバイザー活用事業（教育セミナー）

の開催状況について、ご説明いたします。

資料は 3ページとなります。お開きください。

今年度は、地域力創造アドバイザー等を活用した教育セミナーを 4回開催しております。

まずは 1 点目、一般町民を対象といたしました、木古内町まちづくり未来創造セミナー

を 6月 26 日に道の駅みそぎの郷きこないで実施しております。

講師及び内容につきましては、北海道文教大学の渡部学長を講師としまして、70 歳の学
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長が考える地域未来と題し、ご講演をいただきました。

内容は、地域の持続発展のため、まちの活性化や地域のまちづくりのためについて、自

分事としての取り組む意義やアフターコロナに向けた地域活性化を推進するきっかけ等の

内容で、参加人数は 30 名ということでした。

二つ目は、小・中学校教職員を対象といたしました、ＩＣＴ教育セミナーを 7 月 27 日に

木古内中学校で実施しております。

講師及び内容につきましては、国際大学グローバルコミュニケーションセンターの豊福

准教授を講師といたしまして、「テクノロジーの善き使い手になるために」と題し、ご講演

をいただいて思います。

内容は、デジタルを身近に感じられる環境にある現代の子どもたちは、デジタルへの順

応性が高い一方、情報の確証を読み解きできるとは限らないなど、学校現場での対応につ

いての内容でご講演をいただきました。参加人数は教職員 25 名です。

三つ目は、一般町民を対象といたしました木古内町まちづくり未来創造フォーラムを 9

月 2日に中央公民館にて開催しております。

講師及び内容は記載のとおりで、第 1 部では産業能率大学の藤岡教授を講師といたしま

して、「教育とまちづくり」と題し、藤岡教授が全国で係わった学校とまちづくりについて

の事例についてや魅力ある学校づくりが移住の関心を高める一つの手法などという内容で

ご講演をいただきました

第 2 部では、株式会社ＪＴＢ北海道の阿部広域代表、北海道物流開発株式会社の斉藤取

締役、ＴＩＳ株式会社の畑フェローをパネラーに招きまして、藤澤教育長がコーディネー

ター役で、それぞれの専門分野である観光・物流・ＤＸなどの多岐にわたりまして、パネ

ルセッションを行いました。観光についても、いまでも北海道は海外から魅力ある地域で

あるということや、物流に関しても今後ドローンなどのそのようなＤＸ化していくことな

どをご提言をいただきました。

また、第 3 部では「みんなで木古内の未来を語ろう」というテーマに木古内町の 10 年後

の未来について、ワールドカフェを実施しております。

小学生、中学生の参加もあり、10 年後の木古内町は「水族館や昆虫ショップがある」、「人

口、働く場所が増えている」、「シニア層にやさしい町になってほしい」や「他の国から攻

撃があった時、すぐに対応できるような町でいてほしい」など様々な意見が出され、盛会

裏のうちにフォーラムが終了しております。小学生 5 名、中学生 5 名を含む 44 名の参加が

ありました。

最後は、町職員を対象としました「学長と職員等との地域活性化に関する勉強会」を 9

月 20 日に実施しております。

講師及び内容につきましては、札幌学院大学の河西学長を講師としまして、「地域と大学

との協働による地域活性化」と題し、ご講演をいただきました。

内容は、大学の理念や学生を活用した地域づくりや、他の町の事例紹介、地域づくりの

担い手との協働など多岐にわたる内容のご講演をいただいております。町職員 21 名の参加

がありました。教育セミナー等々につきましての説明は、以上となります。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問等ございますか。
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平野委員。

平野委員 こちらは、今年度から新たにはじめた事業でありまして、予算委員会の際に教

育長からも熱心な説明を受けまして、それに対し我々各委員も様々な意見を出したところ

でございます。それで、私自身一般町民参加の中でズームでの参加を申し込んだところな

んですけれども、ちょっと仕事の都合上出られなく大変失礼いたしました。あくまでも私

は出られずに出た人方からは様々な意見を伺ったんですけれども、実際これらを開催して

参加された方々のご意見でしたり感想だったりを現状どのように受け止めているのかお伺

いするのと、冒頭、予算の際には私は様々なジャンルごとにこのようなセミナー開催して

はどうでしょうかと申し述べたんですが、当時の思いとしては全て全町民対象にやられる

というお答えをいただいた記憶がございます。実際この結果を見ると教職員の方々、ある

いは町職員の方々というふうに専門分野に分けて実際はやられているんですけれども、こ

の変更でこのようになった経緯はどのようなことで、このような開催になったのかをお聞

かせいただきたいと思います。

あともう 1 点、4 番目については当町の職員がいま様々な大学だったりと提携している

実績があるんでしょうけれども、それらとの協働による地域活性化っていうことで、職員

の勉強会だというような認識をしておりますが、この参加人数が 21 名、これは対象者がど

こまでの範囲だったのか、あるいは何人の対象に対しての 21 名の参加だったのか。これが

多いのか少ないのかも含めて、見解があればお聞かせいただきたいと思います。

安齋委員長 3 点です。

教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。

ただいま、平野委員からのご質問について、お答えさせていただきます。

今年度セミナーを開催させていただいたいまの現段階での情報共有、報告という形でい

ま 4点ほど共有させていただいております。

一つ目に関しまして、市民・町民の感想ということですけれども、やはりここコロナが

あって 3 年ほどこういったセミナーだとかフォーラムが開催されていなかったということ

もあって、久々のかたで我々も周知努力をさせていただいて、町の広報誌にチラシを配布

しながら全町民にご案内を毎回させていただいているんですけれども、一般町民対象のも

のに関しては。やはりなかなかスケジュールが合わなかったり時間的な問題もあって、参

加人数的には 1 回目は 30 名ということになっているんですけれども、やはり出ていただい

た方々からは、「どのセミナーも学びが多かった」、「そして、こういうのはやったほうがい

い」っていう声が多かったというような印象をもっております。加えて、それ以外の本当

はもっともっとたくさんの方々に参加していただきたい、参加できる努力もするべきだと

いうふうには思っておりますけれども、なかなか時間帯も繰り返しますけれども、内容に

関しても専門的なものもありますから、全員っていうわけにはいかないというふうに思っ

ていますので、分野分野に分けて実施をしていくということで、前半はこのような取り組

みをさせていただきましたということです。

内向きの話の件なんですけれども、ここも特に教員のところは専門的には高いので、町

内にいる先生方を対象に実施させていただきましたという現状になっております。

ただ、町職員の 4 番目の職員の対象に関しては、特に予算をかけずに実施しているもの
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ですから、ここに載せるべきかどうかというところも当初悩んだんですけれども、これは

あくまでもアドバイザー事業の費用を活用しているわけではなく、こういった関連の中で

やっていますとやりましたというようなところで 、今回この報告書に載せさせていただい

たという項目になっています。実際、町職員に関しましては全町職員を対象にした中での

21 名という形になって、勤務時間帯の中での開催ということもあって、当然業務優先でと

いう形の中で出られる範囲でみんなで勉強しましょうということで、各課から最低 1 名ず

つ病院も含めて出ていただいている状況で、開催をさせていただきましたことをご報告さ

せていただきます。以上でございます。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 いまの最後の（4）番については、このアドバイザー活用事業の中に含まれてい

ないっていうことなんですけれども、予算は使われていないっていうことでいいんですか、

そうしましたら。この札幌学院大学の学長さんが来られて、当初予算では講師の謝金だっ

たり交通費が発生するんですけれども、これらも全て無償でやっていただいたということ

なのか。そこちょっともう少し詳しくお聞きしたいと思います。

あと、（3）番のまちづくり未来創造フォーラムについては、多くの子どもたちも参加し

て、私も参加されたかたから感想を様々な年代から伺ったところです。新聞にも掲載され

て、大変有意義なフォーラムだったという記載もありましたし、まさに教育長もそのよう

に思っていらっしゃると思うんですが講演、勉強だけではなくてカフェを開催したことに

より、様々な意見を吸い上げたと思うんですけれども、それらをはたして今後町職員が教

育委員会がそれを感じただけではなくて、それらをどう反映していくのかっていう取り組

みについては、今後どのようにお考えなのかをあわせてお聞かせいただきたいと思います。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。いまのご質問について、お答えさせていただきます。

まず最初の札幌学院大学との講演勉強会のことに関しましては、当日大学との連携協定

を行った日でございまして、そこに合わせて勉強会を開催させていただいたことによって、

講師謝金、交通費は発生していないという状況でございます。

二つ目のフォーラムに関する今後のフィールドワークのあり方というふうな形だと思う

んですけれども、ワールドカフェ等などでたくさんのご意見も出ておりますので、今後は

この事業全体をこのあと下期のほうも予定していますので、それが終わったあとに総括と

いう形でまとめさせていただいて、その時にいろんな広報誌はじめ、1 年間を振り返ると

いうような形で町民の皆様に、できれば次年度以降も回数は別としてもこうやって町民が

一堂に会して、町のことをいろんなことを考えて意見を出せるような場を作っていきたい

というふうに考えておりますので、年度終わったあとにまとめるという形で報告させてい

ただきながら、次年度につなげさせていただければというようないま考えで準備している

ところでございます。以上でございます。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 いろんなセミナーやらフォーラムやら、それは大変良いことだなと。財政の負

担がある部分、ない部分、これはあるんですけれども、この主のものはたぶん費用対効果

云々というのは、なかなか継続するのは面倒だなとそんなふうに思っています。この主の
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ものはある程度、基幹的なものは労務で努めていかないとその費用対効果というのは、な

かなか出てこないとそんなふうに思っております。ただ、そのことがいろんないま同僚委

員からもあったように、いろんな意見があった、あるいは意見を集約して。ただ、そのこ

とが最終的に絵に描いた餅で終わって、笑われれば困るとそう思っています。ですから、

その部分に関しては町民の声というのはいろんな角度から見て十人十色あると思うんだけ

れども、その辺りは整理した中で絵に描いた餅に終わらないように努めていただきたいと

そう思っておりますので、よろしくお願いします。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。いま又地委員からご意見をいただいたとおりだとい

うふうに思っております。今年度に関しては、来年度からスタートする第 8 次教育行政中

期計画と合わせて予定をしておることもありまして、そうやって町民から出てきた意見も

参考にしながら、中期計画に反映をできるだけしていくような取り組みも合わせて実施し

ているところでございますので、又地委員からありましたとおり、しっかりと意味ある機

会、勉強会を作っていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。ありがとうございます。

安齋委員長 私のほうからちょっと確認なんですけれども、（2）と（4）については、対象

者が教職員や町職員ということで、一般的にはお知らせはないというふうに考えますけれ

ども、ただ我々議員も町職員の一員であるということですし、私はちょっとこの内容を見

て聞いてみたかったなっていう気がするんです。ただ、行ってみてさっぱりわけわからな

いということもあるかもしれません。ただ、やはり教職員や町職員が受けているこういう

セミナーの内容を知るということも大事なことだと私は思っているので、もしできるので

あれば出る出ないはともかく、案内だけでももらえないのかなっていう希望があります。

それだけです。

教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。いま安齋委員長から大変嬉しいというか私としても

そのようにさせていただきたいというふうに思っていたところでございましたので、ただ

大変申し訳ございません。言い訳がましいかもしれませんが、そういうことをしてはいけ

ないという思いもありましたので、いま言っていただきましたから今後は、皆様方に広く

周知をさせていただきますので、ぜひお時間ある限りご出席いただければというふうに思

いますので、これからの勉強会、セミナーもご用意しておりますので、周知させていただ

きますので、ぜひお時間ある限りご参加いただければと思います。ありがとうございます。

よろしくお願いいたします。

安齋委員長 ありがとうございます。

東出委員。

東出委員 きょうまでの中で四つのいろいろな行事をしてきたわけですけれども、やはり

これはひとえに藤澤教育長の私は人脈とそれから幅広いお仕事の中で良い相手がいたのか

なと。これは、私自身とすれば藤澤教育長の評価すべきところだなと私はそう思っており

ます。ただ、やるからには先ほど誰かの話にもありましたけれども、これが木古内町の持

続的発展のため、または子どもたちの教育の発展のため、それから町民の知識向上のため

に私はある意味じゃ大変ご活躍いただいているんだなというふうに私は評価しているんで



- 13 -

すよ。ただ、やはりそこにはいかにいま委員長の話にもありましたけれども、せっかく教

授さん、准教授、学長、本当に普段なかなかこんな田舎には来てくれないと思うんです。

これを十分に次年度以降、きょう以降、いかに発展、持続させていくか。そして、この

たびも新聞にも出ていましたけれども、中学生の推薦入学の枠、また 1人増えただろうし、

災害防災のためにもセイコーマートとの提携にもいろんな部分で、教育長は絡んでいるわ

けですよ。それだけ私は日頃から大した教育長だなというふうに評価しているんですけれ

ども、はたしてこれを持続させていくための私はなんらかのやはり腹づもりがあると思う。

もしその一旦を聞ければこの機会にぜひ聞いてみたいなと思うし、これからの木古内の

ために私はもっともっと頑張っていただきたいという思いもあるので、その辺の決意はど

んなものでしょうか。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。いま東出委員のご質問について、お答えさせていた

だきます。

本当にいま出ていただいた委員の皆様からいただいたご意見、おっしゃるとおりだとい

うふうに思っております。先ほどの施設利用料の実績にも関連するんですけれども、やは

りこういう報告書はやはり情報が足りないなというふうにいま聞いて思っています。これ

をやったからどうだっていうことじゃなくて、やはりやってなにをするんだ、こういう効

果がどういうところに関連していくんだっていうことも合わせて、やはりしっかり報告さ

せていただくべきだというふうに思っておりますので、まずその点お詫びさせていただき

ます。

一つ目は、実際あすから文教大学で実は学校祭が行われています。今年度いま学校祭に

木古内町としてブースを出展させていただいておりまして、それで実はいろんな狙いがあ

るんですけれども、一つはやはり文教大学になぜ連携したか。ここは人材確保、町の人材

確保と町の活性化、教育の質の向上というところが大きな狙いもあります。これは、札幌

学院大学も同じです。具体的に言いますと文教大学は、医療・福祉学科をもっていますの

で、医療従事者、福祉従事者のいますでに今年度から文教大学から卒業生 2 名、木古内町

の施設で活躍をしていただいております。ですのでそういった未来へ、全く木古内に縁の

ないゆかりのない文教大学を卒業した学生が木古内町でいま活躍していただいているとい

うこともありまして、やはりこういう大学連携をすることで、将来の木古内町で活躍して

いる人材の確保。加えて、来年 4 月からは地域未来学科という新しい学科が文教大学へこ

れ全道初なんですけれども、開設されます。この学科がどういった学科かと言うと将来の

地方行政、地方公務員の養成学科になっています。やはり北海道広しで、各地域が役場で

活躍できる人材不足ということもありまして、そういった人材の活躍をこの町として 1 年

次から木古内町と連携をして、木古内町のフィールドワークを題材にした大学連携をする

ことで、木古内町の将来の人材確保にもつながるのではないかなというような関連で、い

ま文教大学並びに札幌学院大学と連携をさせていただいているところでもございます。同

じように新聞報道等などもされておりますけれども、教職員の人材確保というところも非

常に大きな課題が上がっていますので、両大学に関しましては教員養成課程がありますの

で、先日北海道新聞さんのほうにも掲載しておりましたが、連携を機に文教大学の先生を

目指している学生 4 人が木古内町に来て一週間滞在して、小学校で実習を受けていただい
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た。将来、どのような進路になるかわかりませんけれども、木古内で活躍する先生の確保

というところにもつなげていくことで、教育の充実が図れるのではないかというようなこ

とも考えながら、連携をさせていただいているところでございます。

また、いままち課のほうでは未来ある木古内学園の授業という形で、全国の大学のフィ

ールドワーク授業をゼミ授業を実施しておりますので、そういったところも関連しながら

木古内町に広域にわたって波及効果が波及できるような形で連携することが目的ではなく、

連携以降しっかりとこの木古内町に宝を生むような継続した取り組みを実施していきたい

というふうに考えておりますので、今後もこのような情報共有をしっかりと発信させてい

ただき共有させていただき、議員の皆様からも貴重なご意見をいただきながら、取り組ま

せていただきたいというふうに考えておりますので、引き続きどうぞよろしくお願いいた

します。長くなって申し訳ございません。よろしくお願いいたします。以上でございます。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 10 時 37 分

再開 午前 10 時 41 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

地域アドバイザーのほうについては、よろしいですね。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・ＤＸ社会に向けた教育環境の整備とＤＸ教育の状況について

安齋委員長 次、ＤＸ社会に向けた教育環境の整備とＤＸ教育の状況についてということ

で、説明をお願いいたします。

加藤課長。

加藤生涯学習課長 それでは 3 点目、ＤＸ社会に向けた教育環境の整備とＤＸ教育の状況

についてをご説明いたします。

資料につきましては、4ページとなります。

まずは上段、学校教育に関する状況を現況をご説明いたします。

今年度、資料に記載のとおり、教職員の働き方を改善するために校務支援システムを導

入しました。

システムの内容につきましては記載のとおりと、あと予算委員会の資料でも提出してお

ります。内容につきましては、紙ベースで管理しておりました学習状況の取組状況や、通

知表、健康診断結果、出欠管理、学校日誌などを一括にデータ管理をすることができるシ

ステムとなっており、より教職員の業務の効率化が図られます。

現在は、管理職及び一般教職員向けの操作研修等も合わせて行っており、校務での使用

を順次開始しております。

次に、学校現場における 1人 1台端末の活用についてです。

資料に記載のとおり、今年度 2 学期からは、小中学校全学年で毎日持ち帰りを実施して
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おります。

オンラインシステムを利用することで、担任からの連絡事項の配信や感染症などにより

欠席の場合、場合によってはオンライン授業も対応しております。

先日、中学校においても学校が休業になりましたので、オンライン授業を実施している

ところでございます。

次に、社会教育関係となります。下段です。

今年度におきましては、図書システムを導入しております。

システムの概要は資料に記載のとおり、図書室で蔵書している本の全てをバーコードを

貼り付けしまして、書誌データと紐づけすることでシステムでの蔵書管理ができます。

また、利用者カードを新たに発行し、誰でも素早く貸出・返却が可能となります。

さらに、利用者の貸し出し状況や好み・ジャンル等も確認できます。本を選ぶ際の基礎

データの蓄積等もなります。

また、インターネット上で蔵書の検索やおすすめ本などのリアルタイムでの情報提供が

今後できます。

現状につきましては、システムへのバーコード登録を行っておりまして、蔵書だいたい

2 万冊あります。その 3 割・4 割程度の登録作業をいま行っておりますので、システムの運

用開始につきましては、来年度からいま行えるよう取り組んでいる状況です。

説明は、以上となります。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問ございますか。

新井田委員。

新井田委員 いま、課長のほうからご説明いただきました。

本当に日々、デジタルに関しては我々も本当に覚えきれない部分がいっぱいあるんだけ

れども、必至で付いていくというような状況なんだけれども、いまご説明あったような状

況、システムについてもシステム構築含めて、いろいろ経緯をされているということを説

明受けましたけれども、この中でなにかやった中で不具合があったとか、そういう部分っ

ていうのはないんでしょうか、なかったんでしょうか。その辺ちょっと、なければないで

いんですけれども。その辺、聞きたいです。

安齋委員長 加藤課長。

加藤生涯学習課長 導入の時期もちょっと言葉足らずで、説明できないことをお詫びしま

す。いま導入です。9 月下旬にいれたばかりなので、時期がほかの町ともいろいろ被りま

して、いま時期に導入時期が至ったっていうこともありまして、いま不具合等々について

は、これから使わせていただいた中で出てくると思いますので、またそれにつきましては

都度報告させていただきたいと思います。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 私も関連で補足させてください。

ただいまの新井田委員からの質問につきまして、私からも 1 点補足させていただければ

と思います。

本当に委員の皆様のご理解があって、今年度システムを導入させていただいております。

加えて、小学校・中学校の教職員のパソコン、タブレット端末を入れ替えをさせていた
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だいたことによって、大変現場からは働き方改革も合わせてスムーズに業務ができている

という報告をいただいておりますし、それまで本当に電源を立ち上げてから、立ち上げ時

間 30 分というふうな状況だったものですから、いまでは本当に電源立ち上げて 1 分以内で

立ち上がるというような状況の中で、先生方には大変良い言葉をたくさん頂戴していると

ころでございます。

その中で 1 点だけ、小学校の先生からあった不具合という関連なんですけれども、実は

Ｗｉ－Ｆｉ環境が教職員室と教室とでは関連していないので、分断されているので、これ

も情報共有なんですけれども、本来パソコンを持って小学校は担任で教室で授業をやるん

ですけれども、やはり休み時間 10 分間の間に 1 回教職員室に戻って、全部資料を入れ替え

てまた行ったり来たりしなきゃいけないという。あれＷｉ－Ｆｉが 1 本ですとそのまま教

室に居ながら作業できるっていうこともあるんですけれども、やはりそういった通信環境

システムというところを今後、どこかのタイミングでまた見直しと検討をする必要がある

のではないかなというようなところもちょっといまの現段階ではすぐではなく、情報共有

とさせていただければというふうに思います。

ちょっとまた関連なんですけれども、先ほどのセミナーに戻りますが、実はこの 7 月 27

日木曜日に小中学校の教員を対象にしたセミナーなんですけれども、実は初めて、小中合

同でセミナーをやったのは大変あれなんですけれども、初めてだったんです。ここ 3・4 年

なかなかこういうことができなかったので、そのことによって実はＩＣＴの使い方も小中

連携しながらできるきっかけにもなりましたし、今後も小中の連携をしたような形で、子

どもたちの学習データ含めた学習環境を整えていくことがより一層重要に求められてくる

なというふうに感じております。これも合わせて情報共有させて報告とさせていただきま

す。以上でございます。よろしくお願いいたします。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま教育長のほうからご説明いただきました。

いま私がちょっとお話というか質問したのは、この（2）の昨年からですか子どもさんに

1 台ずつで、お持ち帰りできるような形をとっているっていう中で、いわゆるそういうガ

イドラインとかそういうのはもちろん対応されているんだと思うんですけれども、子ども

さんの対応として持って行くとかそういう中でなにかあるのかなっていうような気持ちも

あったものですから、それで全体でそんな話でさせていただいたので、いろいろ今後そう

いうことも含めて学校側、あるいは教育の部分で構築していくんだろうというふうにわか

りましたので、ぜひ子どもたちのために頑張っていただきたいと思います。以上です。

安齋委員長 ほか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 このシステム導入に関してなんですけれども、全国的に教職員の働き方改革と

いうことで、やはり争点になっているのは、長時間労働があるのかなと。ただ、このシス

テム導入によって効率化が図られるという部分なんですけれども、ただちょっと漠然とじ

ゃあどうなのかと。例えばこれ導入することによって就業時間、例えば 8 時で帰りなさい

よとか 7 時で帰りなさいよとか、一般企業はそういうようなそこまできつくやっている状

況もあるんです。その辺の状況を目標数値があるのかというのを聞きたいと。

あと（2）端末のあれなんですけれども、今朝の函館新聞で教育長のあれ載っていまして、
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これ体制づくりを考えているってなっていますけれども、これはもう構築されたでいいん

でしょうか。その辺もお願いします。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。ただいま廣瀬委員からのご質問につきまして、お答

えさせていただきます。

1 点目の先生方の働き方の現状だというふうに思いますが、おっしゃるとおりまず一つ

としては、使う道具を更新することによって、生産性が上がっているということは現場の

先生方からもいただいております。

もう一方で、ただそれだけでは当然改善されないところもありますので、昨年、部活動

の地域移行の問題もありますし、そういったところも合わせていま学校の両校長先生をは

じめとして、いま働き方改革に取り組んでいるというところでございます。具体的な目標、

残業時間の削減の目標というものは設定せずに、いまもともとが相当数の残業数があった

ものですから、そういったところから削減していくというところで、両学校長を中心にい

ま見直しを図っているところでございます。

現状としては昨年度よりも下がっている、どこかのタイミングでそういった実績もやは

り共有、報告するべきだというふうに思っておりますので、次回の際でもそういった現状

も供させていただければというふうに思います。ありがとうございます。

2 点目につきましてなんですが先日、休校措置の時にやはりオンライン授業という部分

に関してなんですけれども、これは先生方も本当に誰の先生もやったことがないことなん

です。端末を使ってタブレットを使って学習する、子どもたちも教師もそうなんです。答

え、正解がまだ出ていないんです。いろんな私も研究をしていた人間ですから研究してい

ますので、日本の学術学会に入ってオンライン学習の学習方法というものに関して、いま

日本でも研究をしているところなんですが、まだ確立されていない状況であります。その

中で、私もこれまでの知見を活かしながら自分の中で確立してきたオンライン学習方法方

略というのがありますので、そういった中で子どもたちに質の高いできるだけオンライン

学習を提供していきたいということで先日、中学校の先生方と協働で実施をさせていただ

きました。先生方からは大変参考になったとか、こういうことで子どもたちが学習がおき

るだとか、そういったこともただ単にこれまでは休校で休みではなく、休校だからこうい

う端末をせっかく支給していただいたので、できることをということで中学校の先生方と

校長と連携しながら、対応させていただいたところでございます。その中において参加さ

れた中学生からは、大変建設的なコメントもたくさんいただいております。本日は、本当

にこういう場でもそういったコメントを共有できればより一層理解をしていただけるので

はないかなというふうに思いましたが、またちょっと別の機会でオンライン学習を受けた

子どもたちの感想というものも共有させていただければ委員の皆さんもいろいろとまた理

解が深まるのではないかなというふうに思いますので、そういった場、機会を設けさせて

いただければというふうに思います。以上、報告とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 今朝の函館新聞で休校中にそういうことをやったっていうことで、すでにそう

いう取り組みをされているので、もういろんな場面で構築できて進んでいくのかなとは思
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ったんですけれども、いま教育長の話を聞きまして、ぜひ生徒側の意見とかも聞いてみた

いと思いますので、よろしくお願いします。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 教職員の働き方改革を改善するためということでのシステムの導入、良いこと

だなとそんなふうには思います。学校の先生のなり手云々だとか、それから先ほど廣瀬同

僚委員からあったように残業時間、勤務時間のオーバーだとかっていろいろ問題ある中で、

このシステムを導入することによって、先生方の労働時間が短縮されるような要素になる

んだろうとそんなふうに感じて良いことだろうと思いながらも、一方では私は例えばシス

テムを導入する中で個人情報保護法の問題が当然生まれてくるだろうと感じております。

このシステム導入にあわせて、個人情報保護法の関連する部分をどんなふうに考えてお

られるのか、現状で。これ例えばずいぶん新聞等にも出るんですね。個人情報が漏洩した

とか、問題がずいぶん報道されております。そういう意味では、子どもたちの情報がずい

ぶんいろんな情報が管理されるわけですから、その辺の考え方もちょっと伺っておきたい

と。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。いま又地委員からのご質問について、個人情報の関

連についてなんですけれども、これも本当におっしゃるとおりで、国も北海道も個人情報

の取り扱いというものに関しては、指導要領が出ておりますので、それに基づいて我々の

町長の取り組みもやっているというところで、しっかりと個人情報を守るということを意

識しながら、これは子どもだけじゃなく先生方、学校というのは非常に重要なご事情がた

くさんありますので、そういったところに再三の注意を行いながら対応をさせていただく

ということにさせていただいております。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 教育長、私は導入というところまでもういっているわけだから、例えば個人情

報、子どもたちの情報がどこでどんな形で管理されるというところまで、現在いっている

のかどうか。管理基準をはっきりしないとどこかで漏れちゃうと。そうするとまた新聞に

出されて、損害賠償云々どうのこうのという問題に発生するわけですよ。だから、どの程

度まで管理、個人情報を保護するための例えば校長先生の元なのか、あるいは教頭先生の

元なのか、あるいは担任の先生方に個々のクラスの任せてしまうというのか、そういう形

・形態というかその辺を知りたいと思っているんです。

安齋委員長 教育長。

藤澤教育長 ありがとうございます。現段階では、しっかり持ち帰りの端末に関してはＩ

Ｄ・パスワードをしっかり対応させていただきつつ、その管理はもう先生方専門の教職員

を配置して、その先生だけしかあと教頭、管理職のみという形でマニュアルを作って対応

しております。なので、同じ先生でも知らない先生もいますので、そこは管理規程に基づ

いて個人情報のあり方というところは、管理をさせていただいているという状況でござい

ます。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）
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安齋委員長 なければ、生涯学習課の調査はこれで終了いたします。

生涯学習課の皆さん、教育長、お疲れ様でした。

11 時 05 分まで、休憩いたします。

休憩 午前 11 時 00 分

再開 午前 11 時 10 分

＜保健福祉課＞

・補聴器購入助成事業の状況について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、保健福祉課の調査に入りたいと思います。

説明のほうをお願いいたします。

吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、私のほうから保健福祉課の調査事項について、ご説明

をいたします。

まず最初に、補聴器購入費助成事業の状況についてのご説明をいたします。

2ページをお開きください。

今年度の新規事業ですので、改めまして事業内容から、ご説明をさせていただきます。

この事業は、聴力機能の低下がある高齢者に対し、補聴器購入に要する費用の一部を助

成することにより、コミュニケーションの促進や積極的な社会参加、地域交流の推進を図

り、健康増進や認知症の予防等を図ることを目的としております。

対象者は、町内に住所を有し、町内に居住している 65 才以上のかたで、聴覚障害の身体

障害者手帳の交付を受けていない、中等度難聴のかたです。

助成金の額は、購入費の 2 分の 1 以内で 3 万円を上限とし、超えた分は自己負担となり

ます。

これまで行ってきました事業周知の方法については、記載のとおりとなってございます。

9 月末現在の申請件数と助成額につきましては、3 万円の助成が 2 件で、合計 6 万円とな

っております。

なお、このほかに現在 1 件相談がありまして、申請書類をお渡ししております。今後、

申請があるものと思われます。

以上が補聴器助成事業の状況についての説明となります。よろしくお願いいたします。

安齋委員長 質問ございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・心房細動モニタリング事業の状況について

安齋委員長 なければ、次に心房細動モニタリング事業の状況について、説明をお願いし

ます。

吉田（宏）課長。
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吉田（宏）保健福祉課長 それでは、3ページをお開き願います。

二つ目の心房細動モニタリング事業の状況についてです。

こちらも新規事業ですので、改めまして事業内容から、ご説明いたします。

専用のウェアラブル端末、バイタルトラッカーを装着して 2 週間のモニタリングを実施

しまして、取得したバイタルデータをＡＩにより解析することで、心房細動の可能性を検

出し、脳梗塞に対する予防的医療に結びつけることにより、町民の健康寿命の延伸及び介

護予防を図ることを目的としており、40 歳以上の町民を対象としておりますが、この資料

には記載しておりませんが現在、心臓の病気で治療されているかたと心臓にペースメーカ

ーが入っているかたは、この事業の対象外ということになっております。

これまで行ってきた事業の周知方法については、記載のとおりとなっております。

なお、6 月からの事業実施でしたが、6 月号の広報で周知した当初は申し込みが多くあり

ましたけれども、その後、申し込みがだんだん減ってきたということで、住民のかたにお

話を聞きますと、説明がＡＩとかスマホアプリとかということが書いてあるだけで、もう

高齢者には難しいという判断をして、申し込みできなかったという私も聞きましたので、

今回 10 月号で再度周知したところです。今週、一週間で問い合わせと申し込みがあわせて

8 件ありまして、そのうちの 3 件が心臓の治療中のかたということで、残念ながら対象外

になってしまったんですけれども、5 人のかたが今週で申し込みがあったというところで

す。

それで、9 月末までの事業参加の人数っていうことで 37 名ということで、このうち心房

細動の可能性が検出されたかたについては、2名ということになっております。

この状況を確認しましたら、このうちの 1名のかたは一度病院のほうを受診しましたが、

通常の簡単な検査では異常がみられず、函館市内の病院を紹介してもらう方向でお話をし

ているんですけれども、仕事の都合ということで、その後の受診ができていないという状

況だということで伺っております。

もう 1 名のかたにつきましては、奥さんが旦那さんの分の申し込みをされたんですけれ

ども、実は心房細動の病気を持っていたということで、その病気があることを奥さんが知

らずに申し込んでしまったということで、実際にはもうものを付ける前から病気があった

ということでございました。

以上で、心房細動モニタリング事業の状況についての説明を終わります。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問等ございますか。

平野委員。

平野委員 こちらも新規事業ということで、この 1 年終わったのち実際の 1 年の見解をし

ていくんだろうと思いますけれども、取りあえずいまの 10 月現在の段階で、37 名のかた

が利用しているということですけれども、実際機種が 30 台用意されていると思うんですけ

れども、実際に稼働したのはマックス何台くらいなのかと、あとデータの連携機器の貸し

出しは 5 台用意したうち、どの程度稼働あったのかをお知らせいただきたいと思います。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 説明のほうが不足で申し訳ありません。

実は、予算のほうは購入の費用ということで、30 台分繰り越しして購入したところなん
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ですけれども、実際には購入した台数は 15 台ということで、半分に減らして購入をしてお

ります。

それで、稼働の一番最大の多かった時が 12 台が同時に稼働しておりまして、連携機器に

ついても実際には連携機器も今回うちのほうで予算を見た 5 台のほかに、委託事業者から

5台お借りしていて、合計 10 台あるんです。そのうちの 9台稼働しております。

実際には年配のかたについては、だいたいがこの機器ということと、あと当初職員のほ

うで実験した時にスマホのアプリについてもアンドロイドのほうが若干不具合が出る可能

性があったということで、そちらのほうのかたについては、通信機器のほうを利用してく

ださいということで、当初やっておりました。アイホンのほうは全く問題なく使えたんで

すけれども、いずれにしても年配のかたが多いということで、通信機器のほうがよく使わ

れているというような状況になっています。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 19 分

再開 午前 11 時 20 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

新井田委員。

新井田委員 私は、モニタリング事業のうちの女房がお世話になったんですよ、実は。そ

れで、先ほど課長のほうから端末がアンドロイドで、ちょっと不具合が出たんですよね。

おそらく操作ミスなんだろうと思うんですけれども、でも最終的には結果的には問題な

かったよということで、非常にやはり使うほうの身からすると非常にそういう安心感って

いうかそういうものもありまして、感想とすれば非常に今後も大いにまた利用者の方々に

も使っていただければなと思うし、非常に安心感があったというのは事実です。うちの女

房の事例で大変あまり参考になりませんけれども、そんなことでちょっと報告させていた

だきます。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 新井田委員が事例報告したので、私も事例報告をしなければいけないと思いま

して、実は私もお世話になりまして、私はアイホンだったんですけれども、使い勝手も良

くて西村主査の説明も大変良くて、スムーズにいったという状況です。

ここで出ている検出者 2 名ということで、先ほど経過の状況も話されました。できれば

これがあったから早期に発見できたよみたいな話があれば、なお良いのかなと思っており

ます。ただ今後、機械とかこれから継続してやっていくのであれば、例えばバージョンア

ップとかそういうのもなるのかなと思っているんですけれども、引き続きあと周知徹底等

をできればもうちょっと年配者も活用できるものを考えてもらえればなと思っております。

以上です。

安齋委員長 それでは、心房細動モニタリングについてはよろしいですか。

（「なし」と呼ぶ声あり）
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・高齢者対策（除雪サービス、屋根の雪下ろし）について

安齋委員長 それでは次、高齢者対策（除雪サービス、屋根の雪下ろし）についての説明

をお願いいたします。

吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、4ページをお開き願います。

三つ目の高齢者対策（除雪サービス、屋根の雪下ろし）について、ご説明をいたします。

最初に、除雪サービス事業の実施状況についてです。

委託事業者は高齢者事業団、契約期間は 12 月中旬から翌年 3 月中旬までの実質 3 か月間

で、作業員数は令和 4年度末で 11 名となっております。

作業の実施状況についてですが、ここ数年の大雪の影響もあってか、除雪件数は年々増

加傾向となっております。

また、出動回数は 3 か月間の合計で、それぞれの年で概ね 30 台後半から 40 台前半の回

数となっております。

なお、1 件あたりの月額委託料は、令和 2 年度までは 5,000 円で、3 年度以降が 6,000 円

となっております。

また、資料に記載はしておりませんけれども、除雪シーズンのはじめに事業団の団員さ

んそれぞれの希望等を考慮しながら担当する家や件数が決められまして、出動回数に関係

なく、担当する家の件数×月額 5,500 円が 3 か月間支給されております。

令和 4 年度末で一番多く件数を持っていたかたの事業団の団員さんの収入の月額が 7 万

7,000 円となっております。

次に、5ページのほうをお開きください。

屋根の雪下ろし等助成事業の実施状況について、ご説明いたします。

実施期間については、毎年 1 月 6 日から 3 月 31 日までとなっておりますが、家屋周辺の

除排雪のシーズン契約につきましては、12 月からとなっております。

過去 3 年間の除雪件数及び助成額については記載のとおりですが、訂正がございます。

まず、年度のところの枠の年度が全部平成になっております。申し訳ありません。令和

のほうに訂正をお願いいたします。単純ミスで申し訳ありません。

それと、令和 4 年度の通常の件数が 48 件となっておりますが、43 件に訂正をお願いい

たします。あわせまして、合計が 86 件とありますが、81 件となります。

令和 3 年度から家屋周辺の除排雪のシーズン契約や物置などの屋根の雪下ろしも対象と

しております。特に令和 3 年度につきましては、大雪だったこともあり、その年に対象を

拡大したことで、利用者の方々には大変喜ばれております。

また、資料に記載をしておりませんが、令和 4 年度の登録事業者は個人を含めて 12 事業

者となっておりますけれども、屋根に上がって実際に雪下ろし作業をできる事業者ってい

うのが 4事業者しかないものですから、今後の課題ということになっております。

以上で、高齢者対策についての説明を終わります。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問等ございますか。

又地委員。

又地委員 実態の把握をしたいと思いますが、屋根の雪下ろしなんですけれども、これ高
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齢者事業団でやっていますか。

安齋委員長 吉田（宏）課長

吉田（宏）保健福祉課長 ただいまのご質問ですけれども、高齢者事業団さんにつきまして

は、屋根の上に上がる除雪は行っておりません。家屋周辺の除雪は行っておりますが、屋

根には上がっていない状況です。

安齋委員長 ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・高齢者事業団への支援策について

安齋委員長 なければ次、高齢者事業団への支援策についての説明をお願いいたします。

又地委員。

又地委員 事務調査にはちょっと的外れかもしれないんですけれども、高齢者事業団の旧

事務所が港団地のそばにあります。長年使われていない。随分くたびれているし、あれは

将来どうするんですか。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 老朽化も著しいですし、取り壊す予定ではおりますが、年度についてはほか

にも優先順位がありますので、ほかと財源考慮しながらいずれは全てあそこは綺麗に整地

いたします。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 そうしたら現在、高齢者事業団の会員が 11 人いると。そうしたら、高齢者事業

団には旧事務長とかきちんと備え付けてあった、いたんです。それから、軽トラックも高

齢者事業団で買って与えたりだとかしていたんですけれども、今後どんな形になるんでし

ょうね。例えば事務所の存在だとかそういうものは。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 高齢者事業団の事務所につきましては現在、旧老健いさりびの 1 階、デイケ

アを行っていたところの一部を事務所として、現在使っていただいております。

車につきましても、高齢者事業団の所有物でございますし、今後もいまのがだいぶ古く

なってきているというのがありまして、近々になるのか更新する予定ではあるというふう

に聞いております。以上です。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 それは、高齢者事業団が持っている軽トラかな、違うでしょう。前は町で買っ

て与えていた。それと、例えば事務局がありまして、そして昔は役場の職員が退職した人

が事務局長をやって、そしていろいろ仕事を探してきたりだとかしていたんです。その辺

はこれからどう考えるのかな。高齢者事業団だけでは、なかなか運営していけない、実際

には。町からの補助金の関係もあるので、その辺の構想をちょっと聞いておくかな。

安齋委員長 それでは、高齢者事業団への支援策についての説明が終わってから、いまの

件については確認したいと思いますので、説明のほうをお願いいたします。

吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、6 ページ目の高齢者事業団への支援策について、ご説
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明をいたします。

高齢者事業団への支援の現状についてですが、運営補助金として令和 4 年度までは年額

60 万円でしたが、今年度から年間 72 万円に引き上げております。

また、支援にあたるかどうかということはちょっとわかりませんけれども、町の除雪サ

ービス事業と町有地周辺の草刈業務を事業団のほうに委託して実施しております。

令和 4年度の実績額については、記載のとおりとなっております。

それと、先ほど副町長のほうから説明もありましたが、事業団の事務所については、旧

老健の 1階部分を電気料金のみの負担ということで、対応しているところです。

次に、事業団の現状についてということで、団員数については記載のとおり、ほぼ横ば

いの人数となっております。

収支状況につきましては、令和 4 年度末で、繰越金が 110 万円ほどあるということで、

現在、繰越金は年々少しずつ増えているというような状況となっております。

以上で、高齢者事業団への支援策についての説明を終わります。

安齋委員長 改めて、よろしいですか。

又地委員。

又地委員 ないです。

安齋委員長 それでは、先ほど副町長が答える内容のものがないということで、ほか高齢

者事業団への支援策についての質問等ございますか。

東出委員。

東出委員 まずをもって、令和 4 年度まで 60 万でしたけれども、月 1 万円のアップをして

72 万円にしましたということなんだけれども、その辺についての説明はきちんとしてもら

いたかったなと思うので、上げた理由を。それがほぼかいた団員さんのあれとなっている

と思うんですけれども、まずその辺。

それと、②の収支状況についてなんですけれども、収入で 600 万くらいあるんですけれ

ども、主な収入源っていうのはなんなのかなと。そして、支出の部分はこれは人件費で支

払になっていっての繰り越しになっていくと思うんですけれども、そういう理解でよろし

いんでしょうか。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 まず、72 万円に 12 万円上げた部分につきましては、事業団のほ

うの事務局長とお話をして、いま実際に冬の除雪のサービスのほうの先ほど言いました 1

件あたり 6,000 円ですけれども、実際作業員にいく金額が 5,500 円であったんです。それ

で、その 5,500 円を作業員から 500 円を引かないで、そのまま 6,000 円いくようにしても

らえないかというお話をして、それでその金額に見合う額というか、元々実際のところの

話をしますと事務局長が 60 万円ということだったんですけれども、そのほかに手数料の部

分から事務局長のほうにもいっていて、結局は月額 6 万円が事務局長のほうの収入になっ

ていたところなんです。それで、そこの部分が手数料の部分と言いますか、6,000 円だけ

れども 5,500 円しか団員さんにいかないというその 500 円の分をことしからは 6,000 円に

引き上げるということで、1 件あたりもつとなるとその部分が 500 円ずつ引き上げになり

ます。団員さんのほうに全て還元されるような形になっています。説明がわかりづらくて

申し訳ありません。
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収入です。実際にはこの収入の中に繰越金も入っていますので、実際に前年の繰越金を

引くとだいたい 500 万ちょっとぐらいに収入がなると思うんです。そのうちのここにある

72 万円と 330 何万円で、だいたい 410 万とかそのぐらいですか。それ以外につきましては、

一般のかただとかからの草刈だとかの請負だとか、あるいは除雪のここには通常の屋根の

雪下ろしとかの除雪の部分の先ほど説明したこの金額の委託の中に入っていませんので、

そういう除雪のサービスを個人で受ける場合だとかの部分の収入が入っておりまして、そ

の辺の収入で一般のかたから受ける収入で、そのぐらいの収入になっているかと思います。

支出につきましては、まず団員さんの賃金が 350 万ぐらいです。それと、作業の機材だ

とか草刈の燃料費、あと電話料だとか保険料、あとそれぞれの除雪の作業員さんに車の借

り上げ料とかも払っていますので、その借り上げ料とかそんなような内容になっています。

以上です。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 実際の事業団の収入として受託金として決算額に載っているのが

444 万円になっています。補助金の 60 万もありますのでだいたいそういう形で、実際の受

託の収入が 444 万円ほどということになっております。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 そうしたら、高齢者事業団が 17 人という会員が。高齢者事業団が頭なので、高

齢者事業団の雇用形態と保険関係をちょっと聞いておくかな。どういうふうな形に現在な

っているか、全くないって言うのか。ということは、例えば怪我とかした場合にどうなる

のかとかそういう心配もあるので、お願いします。実態をちょっと把握しておきたい。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 高齢者事業団の仕事は、それぞれその都度その都度の委託依頼が

あった場合の作業ということになりますので、雇用形態と言いますと健康保険だとかそう

いうのはかかっていなくて、傷害保険は入っております。ですから、それぞれがそれぞれ

その都度その都度のこの日誰々さん、お願いしますとかというようなことになりますので、

とくに雇用契約等はないかと思います。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 そうしたら、傷害保険は入っていると。例えば 17 名だ、会員が。そうしたら、

これは保険屋さんで詳しい廣瀬委員もいるので、たぶん 17 名でその都度その都度雇用とい

うことは、名前はオープンにしないで無記名の保険だと思うんです、傷害保険の場合は。

そうすると、その保障の内容はどんな内容ですか。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 前年度の実績を見ますと年間 3 万 2,000 円保険料ということで、

死亡の保障が 300 万、入院が 3,000 円、通院が 1,000 円の傷害保険に加入ということにな

っております。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 3 万 2,000 円というのは、17 名の 1 年分ですよね。そうなると、廣瀬委員の知

恵を貸してほしい。たぶん無記名だ。誰々っていうわけにいかないんだと思うんです。例

えば 17 名の無記名で、そして年間の掛け金が 3万 2,000 円ですよということ。これ 3万 2,

000 円って随分安いと思うし、あるいは期間を設定しているのかな、これ。例えば夏場は
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なにもないとか、除雪の時だけだと。その辺の話と死亡保険が 300 万、入院が 3,000 円、

その辺をちょっと知りたかったのでありがとうございます。

安齋委員長 ほか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 いま保険ということで話があったんですけれども、無記名にすることもできる

し 17 名もう登録しているということであれば、登録者の名前、生年月日等々で掛けるとい

う部分もあります。金額的には妥当なのかなということは思っております。

1 点ちょっと心配なのがそういう作業をするにあたって、第三者に迷惑をかけた。これ

賠償ということになるんですけれども、その辺の手当てというのはあわせてしているのか

どうかというのをちょっとお聞きしたい。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 申し訳ありません。そこまではこちらで把握はしておりません。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 その辺に関しては、ぜひ事業団に入ってもらうということは促したほうがいい

のかなと思うんです。というのは、やはり近年賠償事故というのが多いもので、金額も本

当にピンからキリまであるんですけれども、下手に人を怪我させたとか、あと車関連に壊

してしまったとかというふうになれば相当な金額が請求される場合があるので、その辺は

ちょっと相談して促したらどうかなと思っております。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 ありがとうございます。この件につきましては、早速事務局長と

相談させていただきます。ありがとうございます。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、保健福祉課の調査を終了いたします。

保健福祉課の皆さん、どうもお疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 43 分

再開 午前 11 時 47 分

３．報告事項

＜まちづくり未来課＞

・木古内町における風力発電の進捗状況について

安齋委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

報告事項ということで、まちづくり未来課のほうから木古内町における風力発電の進捗

状況についてということがありますので、説明のほうをお願いしたいと思います。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 まちづくり未来課です。よろしくお願いします。

そうしましたら、こちらのほうで出しました木古内町における風力発電の進捗状況につ
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いてをご覧いただければと思います。

2ページをご覧いただきたいと思います。

まず木古内町におきまして現在、風力発電を事業を進めたいということで提案を受けて

いる会社としまして、この会社の概要を掲載しておりますが、会社は日本風力開発株式会

社であります。

概要はご覧のとおりとなっておりまして、こちらにつきましては 3 ページにつきまして

は、この会社が行っている運転・保守の実績、あと 4 ページをご覧いただければと思いま

すが、こちらにつきましては全国でこちらの会社が風力発電の発電施設を開発したという

ところの陸上風力発電になりますが、その内容となっておりまして、木古内町の近隣では

江差町、松前町におきまして風力発電の施設を整備しております。

5 ページをお開きいただければと思いますが、こちらにつきましてはこちらの会社で進

めております事業計画の概要を掲載しております。

事業主体におきましては、日本風力開発が出資をしております。木古内風力開発株式会

社を設立をし、こちら木古内町内の詳細エリアは後ほど出てきますが、木古内町内の国有

林野内にこちらの発電施設を整備したいという計画となっておりまして、運転の開始時期

は 2030 年を目標としております。

続きまして 6 ページ、想定事業スケジュールになりますが、こちら上の風況観測から環

境影響評価手続き、系統連結、事業計画認定、許認可、建設工事、運転開始とそれぞれ計

画を記載しておりますが、現在進められているところとしましては、一番上の風況観測に

なりますが、こちら現地に後ほど参考のほうで出てきますが、風況観測塔を設置をしまし

て、実際に風がどのように流れているかですとかそういったものを数年間かけて計測をし

まして、実際に目標としている発電量に達するかどうかですとかそういった調査をいま現

在、進めているところです。

また今後、直近で進められることとしましては、環境影響評価手続きとなっておりまし

て、こちらにつきましてはそちらの設置する箇所におきます環境の影響につきまして、こ

ちらまとめたものを町民ですとかのかたに閲覧をしていただいて、それに対する意見をい

ただくというのが 11 月の末頃から取り組むというところで伺っております。

また、事業計画認定につきましては、先ほど申しました事業計画を経済産業省のほうに

提出をしておりまして、こちらの認定を受けまして、11 月に入るとこちらの事業に関する

入札が行われるというところの流れとなっております。

そういった諸々の手続きですとかそういった評価ですとかそういったものを受けまして、

最終的には 2030 年度に運転を開始するというような計画となっているというところであり

ます。

続きまして、7ページをご覧ください。

こちら事業検討エリア国有林野になりますが、だいたい場所は大川地区になっておりま

して、次のページにもうちょっと詳細の位置図が掲載をしておりまして、ヨビタラシ林道

経由で、林道沿いに施設を設置するような計画となっております。

こちらにつきましては、まだ計画の段階でありますので、箇所ですとか若干変わる可能

性はありますが、概ねこのとおり進められるかなというところであります。

続きまして 9 ページにつきましては、風力発電の施設になりますが、こちらのような施
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設を設置したいというところになっております。こちらは、だいたい 11 基から 16 基、設

置をしたいというところになっております。

続きまして 10 ページになりますが、こちら事業実施に向けた取り組みというところで、

やはり当町におきましても 6 月定例会におきまして、再生可能エネルギー発電施設の整備

に関する条例ですとか整備して、再生可能エネルギーと地域との共生という部分は国のほ

うでも進められているところでありますので、こちらについて事業者と連携をしながらし

っかりと共生に取り組んでまいりたいと思っております。

続きまして、11 ページに取り組みの例としまして掲載をさせていただいておりますが、

例といたしましてはまず一つ目として、そういった整備のしている箇所ですとかそういっ

たところを含めました森林の整備、あと林道の整備ですとかそういった部分についての共

生というところがございます。

続きまして 12 ページにつきましては、やはりこういった事業ですとか再生可能エネルギ

ーを知っていただくために、町の行事ですとかそういったものに参加をして、そういった

啓発に努めるような共生の取り組みがございます。

続きまして 13 ページ、こちらも普及・啓発になりますが、風力発電っていうものをしっ

かりと正しく知っていただくという部分で、こういった地元の地域の住民のかたですとか

そういったところに周知をしていくというような取り組みがございますというところです。

また、こちらにないところにありましても風力発電ですとか再生可能エネルギーで発電

された電気とあと木古内町の関係というところで、例えばですけれどもそういった風力発

電で発電された電気を木古内町の町内で供給をするですとかそういった部分につきまして

は、今後そういった事業者ですとか地域とお話をしながら取り組めていけたらなというと

ころで考えております。

続きまして、参考資料というところで 15 ページお開きいただければと思いますが、現在

こういった施設が先ほどの国有林野内に設置をしておりまして、こちらにつきましてだい

たい 1 年から 3 年程度風力の観測をして、実際に発電できるかどうかも含め調査をすると

いうところでございます。

16 ページ以降につきましては、環境評価ですとかそういった手続き関係ですとかそうい

ったところの詳細が手順ですとか、連携系統の手順ですとかそういったところを掲載して

おりますので、こちらにつきましては後ほどご覧いただければというふうに思っておりま

す。以上で、説明を終わらせていただきます。ご審議よろしくお願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

廣瀬委員。

廣瀬委員 今回、資料を提出されてはじめてわかったことなんですけれども、再生可能エ

ネルギーというところで太陽光かなという思いもあったんですけれども、わりかし風力な

ので日本海側の強い地域ではよく見られるんですけれども、今回この資料提出で 2030 年に

運転開始ということで、そのとおり進んでもらえれば大変ありがたい話なのかなと感じて

おります。

確認なんですけれども、すでに風況観測というのがはじまっていまして、2027 年度まで

ということなんですけれども、その風がもし基準とかあるのかどうかそこ満たない場合は、

この事業自体断念するっていう感じになるのか、その辺もちょっと聞きたかったという部
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分と、あとこちらからのお願いとしては先ほど事業が軌道に乗った場合に本店移転という

ことで、木古内に本店が出る。当然雇用という部分もあるので、雇用の人数の見込み人数

とかまでわかっているのであればそこも教えてもらいたなと思っております。

また、同時にスタートするんだということで 2027 年度から工事がはじまるのであれば、

特殊工事を除きぜひこれは地元の業者さんという部分を積極的に斡旋してもらいたいとこ

れはお願いということで、お願いいたします。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 廣瀬委員のお尋ねでありますが、まずこちらのいまの候補地につき

まして風況観測をしていて、基準ですとか発電量ですとかで満たない場合というところで

ありますが、こちらの事業者から確認しておりますのは、まずはじめにこの場所を選定す

るにあたりましては、環境省ですとかで風況の観測データというのを公表している部分が

ありまして、その中からある程度風が良いだろうという場所を選定してまずいっていると

いうところで、あとはその中でも詳細により良い場所を探しているような状況であります

ので、だいたいは問題なく進むだろうというふうには見解を伺っているところですが、も

し仮にそれがちょっとなかなか難しいとなった場合は、この事業者に関しましては別の候

補地をちょっと探しまして、そちらのほうでまた観測を進めたいという話を伺っておりま

すので、この事業自体をなくするという考えは現段階ではないということで伺っておりま

す。

また、こちらにつきましては実際に工事ですとか運行が動き出しますとこちら先ほど申

しました設立した会社を木古内町内に持ってきまして、この維持管理にかかります事業所

で人を雇用をして、そういった維持管理をするっていうところでは伺っておりますが、雇

用者がどのくらいになるかっていうのはちょっとまだはっきりとしておりませんので、そ

ちらにつきましては進んでいくうちにわかっていくのかなというふうに思っております。

また、こちらの工事に関しまして地元の事業者ができるものはっていった部分につきま

しては、こちら会社のほうに伝えてそうしていただけるように働きかけたいと思いますの

で、そういったご理解をしていただければと思います。以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 まず、この話が町と打合せと言いますかスタートしたのはいつの時点でしょう

か。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらの事業者からまず木古内町におきまして風力発電をちょっと

考えたいっていうふうなお話をいただいたのは、昨年のだいたい 8 月くらいになります。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 1 年以上かけて打合せをしてきた上、このような素晴らしい冊子ができあがっ

てのきょうの報告に至ったわけですが、まさにこの会社自体がいろいろとお騒がせを起こ

している会社でして、まずをもって先ほどの廣瀬委員同様、私も他市町の風力発電、海上

発電については、当町はなかなか遅れを取っているなっていうイメージの中、それは自然

の状況だったりにもよりますけれども、このような取り組みが進んでいくっていうことは

大変まず喜ばしいことだということは、思った上での発言だということをご理解いただき

たいんですけれども、この会社が洋上発電に際し贈収賄事件を起こし、それが現在も進捗
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中であり、今後立件されるであろうと予想されている中、この会社自体が身売りをすると

いう報道記事も出ている現状でございます。あくまで報道ですから、信憑性というものは

報道される各社の思惑だったり想像もありますから、いま現在でどれが正解かっていうの

はもちろんわからないわけではございますが、実際そのような資料を見ると 20 年以上の実

績があるとこれは間違いない実績ではありますけれども、現在のこの会社の体制としてそ

のような事件を起こした会社が当町で事業を進めるということに対して、大変違和感があ

りますし、その部分について去年の 8 月から町と打合せをする中、その部分についてのど

のような形でこの事件を触れたのかも含めて、あるいはそのことを受けた上で我が町はさ

らにこの会社と提携をして進んでいくという思いなのか。このあと立件された場合だった

り、その会社がなにかかしらの動きがあった時にはどう考えているのか、そこまでの予測

をした上でのきょうの報告なのかをお聞きしたいと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 平野委員がおっしゃるとおりこの会社につきましては、現在報道で

皆さんご承知のとおり、調査を受けているというところであります。こちらにつきまして

は当初、提案をいただいた段階では当然まだわからなかった部分でありますが、実際こう

いったところが事件が起こったという部分につきましては、役場、町のほうにもこういっ

たことが起きているというところで状況報告ですとか、あと役員の変更ですとか、あと現

在の状況、会社の内部に外部の専門家で構成をします特別調査委員会を設置して、しっか

りと調査をして罰を受けて、しっかりと会社として今後皆さんの信頼がちょっとなくなっ

ている状況ではありますが、今後信頼を得られるように会社を再構築してまいりたいとい

うような報告を受けております。ただ、町としまして現在報道でもありますが、この会社

におきましては風力発電に関わります補助金の交付等の停止措置という罰則を受けている

というところもお聞きをしているところです。これは、9 か月間ということで罰則を受け

るというところで聞いておりますので、こちらにつきましてはこの期間中にしっかりとそ

ういった罰を受けていただいて、会社の内部もしっかりと悪いところを洗い出して更生を

していただいて、そういった中で町と関係性を築いていただきたいというところで町のほ

うも考えておりますし、この会社におきましてもそのようなお話をさせていただいており

ますので、そういった中をしっかりとこちらのほうも把握をしながらこの事業を進めてま

いりたいというふうに考えております。以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 当然なにか悪いことをしたかたは、「これから気をつけます、しっかりと心を入

れ替えて頑張ります」って言いますよね。「はい、わかりました。そうですか、じゃあ頑張

ってください」で終わる話ではなくて、先ほどもお聞きしましたが今後その会社が現在は

補助金の停止の罰則にとどまっておりますけれども、今後さらに裁判が立件され裁判が行

われ、さらなる大きな罰則がある可能性も控えていると。現在、会社を再構築中だと報告

を受けましたけれども、それも現在進行形ですよ。この先がどうなるかわからないいまの

現状の中、我々はこの会社と一緒にやっていきたいですって言うのってとても納得できな

いんですけれども、私個人はですよ。冒頭にいま申しましたけれども、この風力発電等々

が当然我が町が進んでいくということは大賛成でございます。しかしながら、これの会社

に代わる会社があるのかって言えばないのも事実かもしれませんけれども、いまこの時期
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にこの会社の名前を出されて、気持ちよく事業を進めましょうという気にはなれないです

よね。それは、どこまで事件が皆さんに伝わっているのか、あとは町民の感情もそのこと

をわかっている人、わかっていない人様々だと思うんですけれども、そこまでやはり慎重

にと言いますかそのことを受けていま課長が信じてやりますっていうのも答弁としてちょ

っと非常に納得しがたいんですけれども。もしそれ以上のなにか説明があれば。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 12 時 05 分

再開 午後 1時 04 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それぞれ、先ほど休憩前の平野委員の質問に関しての回答のほうからお願いをしたいと

思います。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 そうしましたら、こちらからは平野委員のお尋ねでありますところ

を。まずこちらの会社と町がお話いただいたところから経過を説明しつつ、あとこの会社

に関するいま現在起こっている事件に関する動向ですとか、あとどういったところがある

かという部分を含めて報告をさせていただきたいと思います。

まず先ほど申しましたとおり、昨年の 8 月頃にこの会社が国のほうで示している風況の

データをもとに、木古内町のこの箇所で風力発電を実施したいというところでお話をいた

だいたというところがまず一つであります。それを受けまして、まずはじめにこういった

ところを調査をするという部分で、実際調査に入るという中でこちらの地域の住民のかた

ですとか、あと町内会のかたですとか、そういったところに事前にお話をちょっとさせて

いただくという部分で、どうすればいいですかという相談を受けた中で、町として町内会

ですとかあと住民のかたに事前にこういったお話があって、こういう事業者さんからそう

いうようなお話がくると思いますよというようなアポ取りをさせていただいて、事前の概

略を説明させていただいています。

また、国有林野内にこういった風況観測をする際に観測塔を設置するんですが、そちら

に対しては国有林ですので、そちらの認可が必要になりますので、檜山森林管理署のほう

にこちら事業所が出向いて、こういったことをするというような事業所を出すんですが、

その際にも町のほうでこうった観測をするということをわかっているかっていう部分で、

お話を伺っているというような回答をしているというところが現段階での町の関わった部

分になっています。それ以降の風況観測の設置ですとかそういった部分については、各々

報告は受けておりますが、それ以上のなにかを貸したりですとか、あとそういった町と業

者が一緒に出向いてどちらかといった部分には関わってはいないというところであります。

また、この会社に関します今後のこういった事件を起こしたことによるこの事業の関わ

りという部分では、まずこちら 6 ページに想定事業スケジュールというのを付けさせてい

ただいている中で言いますとまずこの中で説明させていただいた中では、事業計画の認定

という部分がありますが、こちら事前にこういった事業をしたいというところで、これは

経済産業省のほうに事業計画を出しています。それで、認定を受けていると。その後にこ
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ういった事件が発覚したわけですが、それに対して事業計画の例えば取り消しですとかそ

ういったのは受けていないという報告を受けています。

また今後、11 月にこういった風力発電に関します入札が経済産業省から出されておりま

して、そちらに参加する運びとなっておりまして、入札に参加できないというような取り

扱いも受けていないという報告を受けています。

最終的にこの入札で、実際に入札に落札すればこの事業計画自体が動き出すというよう

な流れになっておりますので、現段階でこういった風力発電に関する補助金の交付に関し

ます停止措置というのは、こちらにつきましては令和 5 年の 9 月 28 日から 6 年の 6 月 27

日までの 9 か月間というふうに受けているところでありますが、それ以外の部分につきま

して、そういったものがないというところにありますので、実際には先ほど申したとおり、

入札でそちらのほうで参加できるかですとか、あと落札できるかという部分でこの事業が

進むというところでご理解をいただければと思います。

安齋委員長 説明が終わりましたが、平野委員。

平野委員 いま聞いただけで順序立てはおおよそ把握しましたが、現段階で入札参加はバ

ツにはなっていない。しかしながら、今後どうなるかわからないというのが実情ですよね、

裁判だったり立件だったりの進捗によっては。やはり法に基づいて国の事業ですから、我

々は当然受けるんですよということが担当課としての思いではあるんでしょうけれども、

やはりこれだけ国中を騒がす、ワイドショーでトップニュースになるぐらいの事件だった

わけですから、その会社が当町にこのように接触をしている事業として、そのことをやは

りなぜ冒頭に担当課長は説明をしてくれなかったのか。そこには大きな不信感を正直感じ

ます。なにか当町もそこの会社との癒着があるんじゃないかだとか、そういうことに想像

を発展していってしまうんですよ。ですから、やはりこれだけの内容のあったことをやは

りこういうことがありましたが、そこについてはしっかり調査、国の判断がこういうふう

な進捗がありますので問題ありませんっていうのを冒頭におっしゃっていただきたかった

なと思います。

それと、先ほどの昼休憩のあとに休憩中にちょっとお話させていただいたんですけれど

も、これは国の進める事業なので、我が町としてマルもバツもないよという考えもお聞き

したところですが、私はその限りじゃないと思っていて、例えばちょっと話は変わります

けれども、核のゴミだったり辺野古の埋め立てだったり、国が進めていることを当然地域

としては反対運動が起きたり、それによって国の考え方が変わったりだとかしている事例

もあります。ちょっとそれは大きな話になりますけれども。あるいは、我々が日頃議会で

取り扱っている意見書、これらについても様々な国策に対して、変更の提案だったりだと

か中止の要望だったりだとか、そういう地域の声があって国の動きって変わってくるもの

だと思っていますので、やはり国の進みだから我々はイエスもノーもないんだよっていう

考えは、もう少し柔軟にもっていただきたいなと私自身は思っております。そのことにつ

いても見解を思いがあればお聞かせいただきたいと思います。まず、この部分だけ。

安齋委員長 2 点、田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 まず入札の件でありますが、こちらは会社のほうからこちらに報告

を受けております状況としましては、現段階では過去のそういった刑罰ですとかそういっ

た罰則等照らし合わせた中では、現段階で入札に参加できないというところはないという
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ような見解が示されているという報告を受けています。

ちょっと報告自体が会社に関する報告がなかったという部分では、大変申し訳なく思っ

ております。申し訳ありません。

こちらの会社につきましては、当然地域の住民に理解をしていただくという部分が必要

になってくると思いますが、こちらにつきましては事業スケジュールの中にあります 2 番

目の環境影響評価手続きですとかの中でもありますが、必ず事業者が地域の住民ですとか

に対して説明会を開く必要があるというふうになっておりますので、そういった会社の状

況も含めまして地域の住民に説明をしていただいて、そういった中で理解をいただける中

で事業を進めていただければというふうに考えておりますし、町としてもそのようなこと

をしっかりと知っていただいた中で、そういった再生可能エネルギー発電事業というとこ

ろを進めるようにというところで指導してまいりたいと考えております。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 先ほど平野委員から例えば核のゴミという例を出されましたけれども、それ

は環境等に対する悪影響があるから反対されるんですよね。いま平野委員が言うこれはあ

くまでも再生可能エネルギー、風力発電がだめだっていうのであればそうなるとは思うん

ですけれども、そことはまた全然ちょっと考えが違うというふうに私は思うんです。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 あくまで事例で、それは内容はもちろん違います。ただ、国策として動いてい

ることに対して、町民の反対運動だったりそういうことが起こり得ていますよねという意

味です。ですので、そういう町民感情等を含めて国の進むことが全てイエスではないです

よねっていう町の考えを聞きたいということです。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 委員のおっしゃるとおり、国が進めるから全てイエスという考えで当然町が

動くというものではないですし、それに対してノーという答えも当然出す場合もあります。

先ほど担当課長が申し上げましたように、環境評価アセスメントをした中で、必ず住民

説明会、住民の理解を得た中でこの事業というのは進めてまいりますので、そこで住民が

反対って言うのであれば町も当然住民が反対するものに無理矢理、無理難題この事業を進

めるというのは絶対なりませんので、そこはご理解いただければと思います。以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 先ほど田畑課長からこちらの会社のほうからの入札のバッテンにはなりません

だとか諸々の説明を受けましたということですけれども、午前の冒頭の質問で話したとお

り、当然そちらの会社に聞けば都合の良いことを話すっていうのが通例です。その事実に

対してその会社の発言だけを 100 ％ではなく、それらの国なのか関係機関なのかにそれら

の確認っていうのはされていますか。今後の進捗も含め、あるいはその会社の存続も含め、

様々な報道に対する整合性です。それらの心配事をしっかりと確認されているのかどうな

のか。そこはもしも答え聞いてからですけれども、確認していないのであれば、ここは万

全の確認をした上で進んでいただきたいと思いますし、あと羽沢副町長から当然町民が反

対ということを無理して進めないっていう言葉は聞いて安心しました。どこまで環境を汚

染することじゃないから、そこまでの反対は出ないだろうという想像もできますし、ここ

に関しては風力発電という木古内の経済も大きく動く件ですから、これを反対したらとん
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でもないぞって言う人もいるかもしれませんけれども、私個人としてはこの委員会で意見

を述べるなと言いますけれども、やはりこの事件がしっかりと結論に至っていない事業者

がこのように当町の事業に携わるということ自体は、正直私は違和感がありますし、反対

とまでは言いませんけれども、そういう気持ちです、私は。これはあくまで私の個人の思

いですので、それ以前の質問にお答えいただきたいと思います。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 平野委員のお尋ねでありますこちらの会社の事件ですとかそういっ

たところの罰則ですとかそういった措置について、関係の例えば北海道ですとかそういっ

たところに確認というところは、現段階ではまだしておりません。ただ、実際に先ほども

申しましたが、事業計画をすでに出していて、そちらの認定を受けているという部分で、

こちらが取り消されていないという事実であれば、そこはその計画自体はこの会社が行う

という部分では、国はとくにないというところで理解をしているところでありますが、そ

ちらにつきましては北海道ですとかそういったところにこの会社のことに関しまして確認

を進めてまいりたいと思いますので、ご理解をいただければと思います。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 課長、基本的な部分でちょっとあれです。資本金が 1 億円、株主がＪＷＤホー

ルディングス株式会社、普通通常であればどこかの会社が来たと。そして、いろいろ話を

したという段階で、そこの会社のはいきを調べるものだ。例えば資本金が 1 億、わかりま

した。メインバンクどこなのか、それと過去 3 年間の業績、例えば利益がいくらだとかそ

ういうものを調べるものなんだが、調べましたか。まず、それが 1 点。それと、これは私

反対だから言っているわけでないから。

それから工程表、想定事業スケジュール進捗状況、このスケジュール進捗状況に関して

は、課長のところで作ったものなのか、あるいはそこの会社から来たものなのか、その確

認がまず 1点。まずその 2点をちょっと聞かせてください。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 お尋ねの件でありますが、この会社の概要につきましては、こちら

の資料でいただいている中で確認をさせていただいたというところでありまして、この資

料自体は会社のほうで作成していただいて、提供していただいている資料となっておりま

す。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 だから、会社からもらった資料はこの程度でしょう、資料というのは。資本金

いくらですよ、ただメインバンクはどこかわからないでしょう。普通例えば何年か前に鉄

骨屋の共和さんを誘致しようということで、いろいろ調べたと。そうしたら、メインバン

クがなかったということもあるんですよ。共和さんは倒産してしまったし、だからこれは

疑うわけでないけれども、例えば資本金 1 億円の会社なんて日本にいっぱいありますよ、1

億円くらいだったら。そういうことを例えばはじめてでしょう課長も、この会社が来たの

は。そうしたら、この会社ってどういうあれなんだろう、やはり中身を調べないとだめじ

ゃない。私はそう思うんです。そして且つ、売り上げが大概 3 年間のあれはどこか調べれ

ば載っているんですよ。例えば平成 21 年、売り上げがこれだけあった、利益がいくらあっ

たとかってそれが載っているわけですよ。そういうところまでやはり調べないとだめじゃ
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ないかな。その利益があるなしに関わらず、そういうことをデータにしてこういう資料が

出てきたけれどもというところに行き着くんじゃないのかなと私はそう思うんです。

それと進捗状況の工程表、これは向こうからきたものだ。そうすると、それを 100 ％そ

うだと思って私達にも配ってくれたと。

それからもう 1 点忘れていたのが、近隣町でも渡島管内でもあるいは松前、上ノ国、江

差もそうだ。近隣町でこの風力発電をもうすでに手がけている、手がけたところ、自治体、

あるいはこれからやろうとする自治体もあるわけですよ。そういうところに行っていろい

ろ私にしたら勉強なんだけれども、そういうアクションを起こしましたか。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 委員のお尋ねでありますが、そういったメインバンクの調査ですと

かそういった近隣町での取り組みの状況ですとか、そういった部分は確認しておりません

でしたので、ちょっと参考にさせていただいて、こちらのほう進めてまいりたいと思いま

す。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 私は、ある意味では先進地があるわけだから、そういうところに足を向けてい

ろいろ勉強なのか研修なのか研究なのか、私達もそうですよ。するべきだろうと私はそう

思っています。ただ、これからでもいいからやはり私がいま言ったような部分で、調べら

れるものは調べたほうがいいんじゃないかなと思いますよ。例えば一番近いいま教えても

らった場所の裏は、上ノ国町だたぶん。上ノ国町はすぐ山の陰でもうすでにやっているん

だ。会社は違うかわからないけれども。だから、やはりもうすでにやっているところがあ

るわけだから、足を運んでいろいろ経過だとかそういうものを研究するべきだろうし、極

端に言えば行政サイドは町でお金を出すんじゃないんだからいいんだという程度の考えで

あればアウトだよ。これは、将来的に町にどんな例えば経済効果をもたらすのかどうかと

いうことは、そういう議論をするのはこれからの話だけれども、いまできるわけでないし、

だからやはり先進地があるわけだから、足を運ぶと。私も議会の皆さんにそういう先進地

に足を向けるために視察に行きたいという話は、皆さんにちょっと諮ってみたいと思いま

すけれども。以上です。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 私も松前、江差っていうところがもうすでにやっているのであれば、そこに

聞くべきだろうというふうに言おうと思っていました。又地委員のほうからお話がありま

したので、ぜひそれはやっていただきたいなというふうに思います。

これで、まちづくり未来課の報告事項については、終わりといたします。

どうもまちづくり未来課の皆さん、お疲れ様でした。

副町長、お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 27 分

再開 午後 1時 47 分
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４．その他

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、その他の案件がないということですので、以上をもちまして、第 5 回総務・

経済常任委員会を終了いたします。

皆さん、お疲れ様でした。

説明員：羽沢副町長、藤澤教育長、加藤生涯学習課長、敦澤（祐）主査、佐藤（元）主査

吉田（宏）保健福祉課長、西村主査、後藤主査、田畑まちづくり未来課長

大山主査

【傍聴（議会モニター）】

苅部礼司、後藤美津江、松䑓祐吉、舘政俊春

【報道】

（道新）金 支局長

総務・経済常任委員会

委員長 安 齋 彰


